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意見交換会開催！

より良い公園整備の実現を目指して、
意見交換を行いました
今回の意見交換会は、昭和 46 年に都市公園となり、町民の憩いの場
となっている「荒神山スポーツ公園」の、今後の整備のありかたに
ついて、情報を共有し、地域住民の皆様と行政との協働により、荒
神山公園がより良い公園であるように意見交換会を行いました。

公園の運営と管理を行っている教育委員会から、各施設の利
用状況や維持管理状況などを報告。

◎ スポーツ施設に加え宿泊施設や文化施設が
あり、町民の憩いの場になっている。

◎ 緊急時には陸上競技場がヘリポートになる
など防災機能がある公園として辰野町防災
計画に位置付けられている。

◎ 各種施設や自然環境に恵まれた公園は、独
特な魅力を持っている。

公園内の設備について説明。大型遊具、乗り物遊具、ベンチ、
展望台、ふじ棚などを今年度改修。また大型遊具の設置計画
について報告。

副町長のあいさつに始まり、昭和 46年に都市公園となった「荒神山スポーツ公園」の各施設の沿革、現況と今後の
検討など、当面の整備計画について説明を行いました。

日　時：

場　所：

参加者：

平成 24 年 4月 26 日

役場  第 6 会議室

一般 35 名、町職員 18 名
計 53 名

町から

教育委員会

建設水道課

信州森の小径整備事業について説明。今年度内に遊歩道を公
園内北西へ新設する。たつの海の護岸改修工事等の計画につ
いて報告。

産業振興課

生物多様性を守るための活動を行っている辰野いきものネット
ワークの皆さんが、取り組み内容や荒神山公園一帯でみられる
チョウの種類や生息場所などについて調査結果を報告。絶滅危惧
種のミヤマシジミが町内で唯一生息していることを明らかにし
ました。今後の公園活用に関しての提案もありました。

「荒神山の”ミヤマシジミ”の生息域は、私が見てい

る中で一番小さな生息地なので、食草の”コマツナ

ギ”の生育を維持していくことが大切です。」と

アドバイスを頂きました。

荒神山の生物多様性について

信州大学昆虫生態学研究室の江田さんより
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荒神山公園桜まつり

荒神山イルミネーション

「冬のほたる」

次のようなご意見をいただきました

● 自然を生かした公園づくりを望みます。先ず、町民の憩いの場所として位置付けてください。

● 信州の森の小径整備事業について、動植物の保護には十分配慮願いたい。

● 公園の管理や整備計画の立案は、住民、団体、町と皆で策定ができたらいいですね。

● 樹木の手入れについてのボランティアに参加したい。

● 樹木の管理が必要。サクラが老化してきていることやツツジ、サツキの剪定、枯れ木の処理など。

● 美術館周辺は樹木が密生しているため、地元有志で間伐を行っていきたい。

● 公園内の年間を通じた管理計画が必要。剪定や植栽などは計画的に行う必要がある。

● 今後、植樹等を行う場合には、生物多様性にも配慮した樹種を選定することなども必要。

● 新しく設置する予定の遊具が周りの植物や生物に影響を及ぼさないか心配。

● 古い建物が多いので、将来のビジョンを示す必要がある。

● 防災上、園内の放送設備の設置は不可欠に思います。

● 都市公園の割にはトイレが少なく、また、美しくない。駐車場なども容量不足を感じる。

● ウォーターパークについては、老朽化する体育館の代替となる“全天候アリーナ”にしてはどうか。

● 各施設を充実させて、高校生などの合宿に利用できるようにしてはどうか。起伏があるのでランニング

コースなどに利用価値があると思われる。

● たつの海の周りは、夜間ウォーキングをしている人がいるので明かりをつけてほしい。

● 交通アクセスについて問題。国、県道から大型車が入れないため利用頻度を上げられない。

● 公園内のいずれかの施設にトレーニングルームをつければ来場者が増えるのではないか。

● ホタルの生態の展示や辰野に生息する魚類、両生類、爬虫類、水生昆虫などの展示に管理棟を利用する。

● プールとその周辺の利用については、プールとしてそのまま残すほか、釣り堀、水鳥の池、小動物や鳥類の

コーナーなどいろいろ考えたい。

● 荒神山全体をひとつのテーマパーク化し、ウォーターパークの施設を再利用して子供動物園を開園し、荒

神山全体の諸施設の利用頻度を上げたい。

● 樹木に名札を付けて、樹木名がわかるようにする。

● ウォーキングコースを花街道にする。

● 足踏み式自転車を漕いで回れるような遊び場はどうか。

● 公園内に犬が自由に飛び回れるエリア（ドッグラン）を設定してみてはどうか。

現状
・
整備

ハード

活用
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意見交換会の様子


